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ofSoutheastAsia,namelyBurma,Thailand andIndochina (SouthVietnam and





















































































































































































































































































































































































































性格が大きく物を言うことになる. 波及効果は前方 ･後方-の ｢連関効果｣(linkageefects)













証は展開されていない (逸見謙三 ｢貿易と米穀経済｣アジア経済研究所 『東南アジアの米』(所内資料),
1965年,pp.79-94;- ,『第一次商品問題 Ⅰ』アジア経済研究所,1967年,pp.109-112.アジア経済研
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斎藤 :東南アジア米輸出諸国の農業発展
する地域研究の成果を摂取して説明を精赦化し,補強すること,第2波の発展に関しては ｢重
要商品理論｣を当てはめて説明を追加すること,第3波の発展に関しては ｢緑の革命｣に関係
する諸理論の中から新たな説明原理を導入すること,である｡
これら三つの提案に共通する着想は発展の地域比較という新しい視点の導入である｡すなわ
ち,第1波の発展の説明は,インドシナ半島地域内の各米作地の実態把捉と同時に各米作地相
互の比較を心がけることによって,おのずから精紋化され補強されると考えている｡第2波の
発展に関しては,比較の枠をさらに広めて,カナダその他新大陸諸国との比較を試みることに
より,また東南アジア地域の中では新大陸諸国に最も似た発展パターンを示して,この意味で
新大陸諸国とインドシナ半島諸国の中間に位置する西マレ-シアとの比較を試みることによっ
て,よりよく説明しうると考えている｡第3波の発展に関しては,もちろん ｢緑の革命｣の先発
地域である食糧輸入諸国との比較は不可欠であると考えている｡ここでさらに追加すれば,育
拷,韓国のようなかつての米輸出諸国の最近の農業発展と比較することも非常に有効であろう｡
そこで,発展に関する地域比較ないし比較研究の重要性をここに改めて強調して結びとした
しヽ
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